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経営者の皆様にお役に立つ情報を定期的にお届けいたします。

◼ 世界に広がる猛威

◼ 日本の状況について
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コロナ禍で再注目される日本の底力

2020.7

6月26日時点、世界全体では約961万人の感染者と約50万人の死者数を記録しています。

感染者数上位30か国には地理的な偏りは見られず、また、感染者が多いからといって死者数が多いというわけ

でもないという特徴が見られます。経済活動が再開された地域において感染者数増加の勢いが収まらず第2波

を懸念する声も多く上がっています。［表１］

一方、日本はと言うと＜表1＞でも分かるとおり、

新型コロナ感染者数上位には入っておりません。※40位以下 世界で10番目に人口の多い国ですが、

総人口に占める感染者数の低さや死者数の低さは目を引くものがございます。

日々状況は変わっておりますし、新たなクラスターの発生など予断を許さない状況に変わりはありませんが、

自粛活動を真面目に続ける日本人の勤勉さや、従来より高い評価を受ける日本の医療環境が

この数値を支えていると考えられます。

今回のコロナ禍において各国との違いがここまで鮮明に出たことは誇らしく、

ウィルス感染予防は賞賛されるのではないでしょうか。

表１［国別感染者数および死者数］

入院治療等を要する者 うち重症者 退院・療養解除

日本 833人 51人 16,392人

国名 感染者数 死者数

米国 2,452,567 125,796

ブラジル 1,228,114 54,971

ロシア 613,148 8,594

インド 473,105 14,894

英国 309,455 43,314

ペルー 268,602 8,761

チリ 259,064 4,903

スペイン 247,486 28,330

イタリア 239,706 34,678

イラン 215,096 10,130

日本 18,056 971

《 感 染 者 数 が 多 い 上 位 の 国 ＆ 日 本 》

（単位：人）

（出所）ジョンズ・ホプキンス大学（COVID-19感染状況ダッシュボード -2020年6月26日AM9時時点-）のデータを基に弊社作成

表２［日本の感染者の状況内訳］（出所）厚生労働省（2020年6月26日時点）のデータを基に弊社作成



◼ いつ収束するのか？今後の展開は如何に？

宅地建物取引業 国土交通大臣（2）第8509号
マンション管理業 国土交通大臣（2）第034052号
不動産特定共同事業 金融庁長官・国土交通大臣第101号

〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム22F

（公社）全国宅地建物取引業保証協会加盟
（公社）首都圏不動産公正取引協議会加盟
（公社）東京都宅地建物取引業協会加盟

講師：
ブロードマインド株式会社
ウェルスマネジメント本部
財務コンサルティング部
シニアマネージャー

石渡 禎規 氏

「アフターコロナの新常識」 不測の時代に備えた資産選定術とは!?

日 時：2020年 7月7日（火）19:00～20:30

オンラインセミナーのご案内

https://bit.ly/0707assetsemi

※申込受付：7/6（月）正午まで

アフターコロナを迎えた今、この先も起こり得る不測の事態を乗り越え、新たな時代に立ち向かう為には
どの様な選択肢があり、何を備えれば良いのか？真剣にお考えの方が多いのではないでしょうか？
「人生100年時代」と言われる今、市場には数々の商品やサービスが溢れています。
本セミナーでは、多くの資産家の方々の財産コンサルティングをされてきた専門家より、
選ぶべき資産運用の考え方についてご説明いただきます。
自分にとって最適なアセットとは何か？多くの選択肢を持つためにも、ぜひ、ご参加ください！

100年企業戦略メンバーズ(メールマガジン会員) のご案内

「この国に、1社でも多くの100年企業を。」

100年企業に学ぶ経営哲学をはじめとした多彩な経営トピックス、イベント・セミナー情報など
皆さまの経営、資産運用に役立つ有益な情報をお届けするメール情報配信サービスです。

https://member.vortex-net.com/

登録料&年会費

無料

※すでに弊社へメールアドレスのご登録をいただいているオーナー様につきましては、再度ご登録いただく必要はございません。

より様々な情報が欲しいという方のために「WEB面談」も実施しています。
担当営業までご連絡ください。

感染を完全に抑えることは難しく、長期戦になると思います。

以前は日本のPCR検査の実施数の低さを指摘する意見もありましたが、大手企業における集団検査も

始まっております。6月9日にはソフトバンクグループが社員、家族、取引先や医療機関の関係者など40,466人を

対象とした新型コロナウィルス抗体検査結果を公表しました。

陽性率は0.43％（191/40,466）（内訳：医療従事者1.79％、コールセンター勤務者0.41％、

オフィス勤務者0.17％、店頭勤務者0.04％）と、孫社長は「もっとたくさん感染者がいると心配していたが、

いい意味で驚いた」とコメントしています。また、厚生労働省は先月、東京、大阪、宮城の三都府県で

住民約8,000人に大規模な抗体検査を実施しております。

ワクチンはいずれ開発されるでしょう。今できることは感染リスクをできる限り排除し、PCR検査や抗体検査による

状況の把握をしていくこと。コロナウイルスのような大規模な不測事態は今後も起こり得ます。

そのため私たちには、今回のコロナ禍で気づけたことに目を向けてニューノーマル（新常態）の時代に対応していか

なければならない変化を求められているのではないでしょうか。


